
 

 

 
 

 
 

今回は、感染牛をこれ以上増やさないための 
牛舎内でできる牛白血病（ＥＢＬ）対策を紹介します。 
退牧後の牛白血病（ＥＢＬ）対策にお役立てください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

①牛白血病（ＥＢＬ）の抗体検査 
 
どの牛が感染していて、どの牛は感染していないかを知るための検査です。 
牛白血病（ＥＢＬ）対策の第一歩となります。 
 
 

②感染牛との分離飼育 
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抗体検査で感染状況が明らかになった
ら、左図Ｂのように感染牛を牛舎の隅に
配置しましょう。 
 
感染牛と非感染牛の間には一つ以上の空
房を設けましょう。 

牛白血病（ＥＢＬ）とは… 
・白血球が腫瘍化する病気で、牛白血病ウイルス(BLV)の感染により引き

起こされます。 
・牛白血病（ＥＢＬ）のワクチンや治療法は今のところありません。 
・牛白血病ウイルス（ＥＢＬ）感染牛は生涯ウイルスを持ち続け、 

新たな感染源となります。 

～対策の方針～ 
（１）感染牛をこれ以上増やさない 
（２）感染牛を更新する 



 
③防虫ネットの設置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

異常を発見したらすぐにむつ家保まで！！！   
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牛舎周囲に設置したり、 
左図のように感染牛と非感染牛を 
仕切るように設置すると効果的です。 

★来年度分の牛白血病（ＥＢＬ）抗体検査の希望を受け付けております。 
ご希望の方はむつ家保までご連絡ください。 
 
 

★青森県畜産協会による牛白血病（ＥＢＬ）対策に関する助成があります。 
興味のある方はお問い合わせください。 


